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岩手県水産基盤整備方針（素案）の概要版

◇ 東日本大震災津波からの漁港の復旧は完了。
◇ 現行の岩手県水産基盤整備方針は、令和４年度が
終期。

◇ 令和５年度を初年度とする、いわて県民計画第２
期アクションプランが令和４年度に策定予定。

◇ 令和４年度を初年度とする国の漁港漁場整備長期
計画（５ヶ年）が策定。

⇒ 社会経済情勢の変化等を踏まえて策定する第２期
アクションプランに掲げる水産施策を着実に実行する
ため、水産基盤整備の具体的な方向性を示すもの。

策定趣旨 位置付け（上位計画等との関連等）

＜漁業就業者の推移(漁業センサスS53～H30)＞

＜藻場面積の推移(S53～R２)＞

【課題】漁業者の減少・高齢化が進行
⇒ 漁業作業の効率化・就労環境の改善が必要

＜東日本大震災津波の被災状況（田老漁港）＞

＜漁港施設の被害状況(H18～R3)＞

産地魚市場

防波堤（全て倒壊）

【課題】多くの漁港施設で壊滅的な被害が発生
⇒ 想定される地震・津波への備えが必要

【課題】台風の大型化等による被害が増大
⇒ 頻発する高波への備えが必要

＜漁村の集落人口、漁業生産額の推移(H12～R２)＞

70%

80%
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100%

R１ R２ R３ 2025(R７)

県全体 漁業集落排水

＜汚水処理人口普及率の推移(H26～H37(2025)＞

【課題】漁村における生活環境水準が低位
⇒ 漁村生活環境の確保・維持が必要

区分 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

県
計
画

国
計
画

長期ビジョン(10年)

第１期AP(４年)

漁港漁場整備長期計画(５年)

第２期AP(４年)
第３期
AP(２年)

整備方針(2019～2022)

23漁港

91漁港 90漁港
約３～４倍漁

業
就
業
者
数(

人)

80.3%

普
及
率(

％)

84.4%

91.0%※

※「いわて汚水処理ビジョン2017」目標値

資料５

県民みんなで目指す将来像の実現に向けて
取り組む政策の基本方向

重点的・優先的に取り組むべき
政策や具体的推進方策

水産基盤整備の
重点取組事項より具体化

整合性

収益力の高い「食料・木材供給基地」に向けて、
⇒高収益を実現する生産基盤の整備に取り組みます

一人ひとりに合った暮らし方ができる漁村に向けて、
⇒災害に強い漁村づくりに取り組みます

一人ひとりに合った暮らし方ができる漁村に向けて、
⇒魅力あふれる漁村づくりに取り組みます

いわて県民計画第２期アクションプランにおける基本方向（水産基盤整備に関連するもの）

現状・課題

１

⇒ｐ２ 重点取組事項①,②
⇒ｐ２
重点取組事項④

⇒ｐ２
重点取組事項④,⑤

⇒ｐ２ 重点取組事項⑥

⇒ｐ２
重点取組事項⑦

漁港漁場整備長期計画(５年)

本整備方針(４年)

H18-22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３

■集落人口 ●漁業生産額

2,739 2,736 
2,466 

3,280 

2,366 

1,446 
ha

（
面
積(

)

）

■藻場面積

S53 H３ H８ 震災前 H27 R２
(H17～23)

【課題】漁港施設の老朽化が進行
⇒ 漁港機能の保全が必要

⇒ｐ２ 重点取組事項② ⇒ｐ２ 重点取組事項③

47 200

975

712

(計1,934施設）

＜漁港施設の老朽化状況＞

漁
業
生
産
額(

億
円)

《老朽化率の推移》《老朽化状況(R3末)》

新規

【課題】アワビ等の生息場
となる藻場が減少

⇒ 藻場造成が必要

【課題】人口減少や漁業所得の減少で地域の活力が低下
⇒ 所得向上に向けた漁村の活性化が必要

一部新規



岩手県水産基盤整備方針（素案）の概要版

働きやすい漁業地域づくり
～水産物の安定供給を支える基盤整備～

災害に強い漁業地域づくり
～安全で安心な漁業活動を支える基盤整備～

魅力あふれる漁業地域づくり
～豊かで住みよい暮らしを支える基盤整備～

いわて県民計画第２期アクションプランにおける基本方向（水産基盤整備に関連するもの）

重点取組事項③

漁港機能の維持・保全を図るため、機能保全計
画に基づく保全工事や定期的な点検等による漁港
施設の長寿命化に取り組みます

重点取組事項②

重点取組事項①

漁業生産の効率化・就労環境の改善を図るた
め、大水深岸壁、浮桟橋、屋根付き岸壁、荷揚げ
クレーン、防風施設等の整備に取り組みます

重点取組事項④

漁港の防災・減災機能の強化を図るため、高波・
地震・津波に備えた防波堤等の嵩上げや拡幅、消波
ブロックの設置などに取り組みます

重点取組事項⑤

漁業地域の更なる防災力向上を図るため、津波
避難施設等の整備に加え、漁船避難ルールづくり
や事業継続計画の策定などに取り組みます

重点取組事項⑥

重点取組事項⑦

快適な生活環境の確保・維持を図るため、漁業集
落排水施設等の整備や老朽化に備えた機能保全に取
り組みます

高波対策
↓

防波堤の嵩上げ
消波ﾌﾞﾛｯｸの設置等

漁港から
高台への避難

↓
津波避難施設
避難デッキ、
避難路 等

泊地を有効活用した増養殖

漁業体験活動、水産物の直売所・食堂

２

⇒素案ｐ10(生産基盤)

⇒素案ｐ11(生産基盤)

⇒素案ｐ12(生産基盤)

⇒素案ｐ13(自然災害に強い)

⇒素案ｐ14(自然災害に強い)

⇒素案ｐ15(魅力あふれる)

⇒素案ｐ16(魅力あふれる)

収益力の高い「食料・木材供給基地」に向けて、
⇒高収益を実現する生産基盤の整備に取り組みます

一人ひとりに合った暮らし方ができる漁村に向けて、
⇒災害に強い漁村づくりに取り組みます

一人ひとりに合った暮らし方ができる漁村に向けて、
⇒魅力あふれる漁村づくりに取り組みます

地震・津波対策
↓

防波堤の拡幅等

イメージ図

藻場造成

増養殖したウニを
直売所等に出荷

間引いたウニ
を泊地に移植

汚水処理場の整備、老朽化した機器の保全工事

藻場造成

保全工事

屋根付き岸壁浮桟橋

漁船避難ルールの概念 ポンプ等の交換

沖防波堤の越波状況と
泊地内の漁船

本体工拡幅

避難路

食堂漁業体験活動

泊地の有効活用

汚水処理場

海上滞在時の漁船避難高台避難所

大津波
警報

津波注意報
津波警報

高さ10mを
越す大津波

陸からの距離

帰港か沖出しか
を状況により判断

一部新規

一部新規

水産資源の回復・増大を図るため、アワビ等の
生息場となる藻場やヤリイカ等の産卵・保護礁な
ど魚礁を整備するとともに、漁港内の静穏水域等
を活用した増殖場の整備などに取り組みます

漁村の活性化を図るため、漁業体験活動や水産物
の直売所・食堂など、所得機会の増大や水産物の販
売力の向上に向けた海業を促進します
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